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は
じ
め
に

　
『
噴
原
淑
女
』
に
は
そ
の
異
稿
と
合
わ
せ
て
、
五
種
の
原
稿
に
お
け
る
九
回
の
改

稿
過
程
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
創
作
方
法
お
よ
ぴ
モ

チ
ー
フ
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
背
後
の
『
春
と
修
羅
』
第
二
集
時
に
お
け
る
作
者
の

詩
的
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
観
成
立
過
程
の
一
端
を
探
り
た
い
。

二
　
二
つ
の
創
作
目
付
と
虚
構
の
問
題

　
校
本
全
集
の
整
理
に
し
た
が
い
、
『
臓
原
淑
女
』
以
下
五
種
の
原
稿
を
、
下
書
稿

（
一
）
∫
（
四
）
お
よ
び
定
稿
と
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
削
除
や
書
き
込
み
都

分
を
含
め
て
見
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
推
敲
形
と
呼
ぶ
。
校
本
全
集
で
は
、
下
書

稿
（
三
）
に
□
目
あ
し
が
ぼ
う
と
ひ
ろ
が
れ
ば
］
と
仮
題
を
付
し
て
、
こ
れ
を
独
立

し
た
作
品
と
認
め
た
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
も
一
括
し
て
改
稿
過

程
の
一
部
と
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
場
合
（
一
）
∫
（
三
）
に
は
、
一
九
二
四
年
五
月
八
目
の
創
作
目
付
が
あ
り
、

下
書
稿
（
四
）
お
よ
び
定
稿
に
は
、
一
九
二
四
年
一
〇
月
二
六
目
の
創
作
目
付
が
記

さ
れ
て
い
る
。
作
品
創
作
過
程
の
一
端
を
見
る
た
め
、
こ
の
目
付
が
持
つ
意
味
に
つ

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
杜
会
科
学
一

第
二
十
五
巻
　
一
頁
∫
二
二
頁

い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
に
つ
い
て
想
定
し
て
み
れ
ば
、
下
書
稿
（
三
）
で
生

徒
が
登
場
し
、
推
敲
形
で
は
「
農
学
校
の
先
生
が
／
□
門
の
と
こ
ろ
に
］
お
か
し
な

顔
で
／
［
鉛
筆
を
も
っ
て
］
立
っ
て
ゐ
て
」
と
あ
る
。
こ
れ
で
作
品
の
場
面
は
農
学

校
校
門
周
辺
と
見
当
が
つ
く
。
実
際
に
そ
の
現
場
に
立
っ
て
見
れ
ば
、
賢
治
在
職
当

時
の
花
巻
農
学
校
の
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
ギ
ソ
ド
ロ
公
園
・
市
立
文
化
会
館
・
市

立
図
書
館
・
教
育
委
員
会
事
務
所
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
は
、
ト
シ
の
埋
葬
地
で
も

あ
っ
た
安
浄
寺
の
墓
地
や
こ
れ
に
隣
接
す
る
焼
き
場
の
あ
っ
た
場
所
よ
り
更
に
小
さ

な
谷
一
っ
越
え
た
西
側
に
あ
っ
て
、
西
公
園
に
ほ
ど
近
い
町
は
ず
れ
で
あ
っ
た
。
大

正
十
二
年
に
学
校
規
模
を
拡
大
し
、
県
立
に
移
管
す
る
た
め
、
新
し
い
校
地
を
求
め

て
移
転
新
築
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
少
し
高
台
で
南
側
が
崖
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、

下
書
稿
（
一
）
で
「
二
人
の
お
ん
な
が
の
ぼ
っ
て
来
る
」
と
あ
り
、
下
書
稿
（
三
）

に
「
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
台
地
の
上
へ
」
、
「
崖
の
上
で
は
こ
ど
も
の
凧
の
尾
も
ひ
か
る
」

と
あ
る
の
に
も
符
合
す
る
。
元
の
校
門
の
前
を
東
西
に
通
じ
る
道
が
あ
り
、
西
か
ら

校
門
に
至
る
坂
道
の
傍
ら
に
は
、
か
つ
て
接
骨
木
の
藪
も
あ
っ
た
と
い
う
、
土
地
の

人
で
も
あ
る
花
巻
農
業
高
校
の
阿
都
弥
之
氏
お
よ
び
同
校
同
窓
会
会
長
嶋
二
郎
氏
の

ご
教
示
に
よ
る
。
現
在
も
そ
の
道
は
、
駐
車
場
と
公
園
の
裏
門
と
の
問
に
残
る
。
移

平
成
三
年
十
二
月

sokyu
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転
当
時
の
写
真
で
は
、
学
校
周
辺
が
広
い
桑
畑
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
見
通
し
も
良

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
地
形
を
考
慮
し
た
場
合
、
作
品
で
村
娘
が
登
っ
て
く
る
の
は
、
学
校

の
西
方
か
ら
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
現
在
で
は
薫
菜
が
と
れ
る
沼
が
花
巻

市
内
で
も
北
上
川
東
岸
に
か
た
よ
っ
て
い
る
の
で
、
村
娘
が
薫
菜
を
「
朝
の
爽
か
な

う
ち
に
町
へ
売
り
に
来
た
り
す
る
」
と
あ
る
こ
と
に
疑
問
も
あ
っ
た
が
、
嶋
氏
に
よ

．
れ
ば
、
当
時
は
花
巻
の
西
の
地
区
で
も
專
菜
が
採
れ
て
い
た
と
い
う
。
念
の
た
め
に

言
え
ば
嶋
氏
は
昭
和
十
二
年
の
花
巻
農
学
校
卒
業
、
笹
間
村
の
ご
出
身
と
聞
い
た
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
作
品
の
場
面
は
、
花
巻
農
学
校
の
校
門
付
近
の
実
景
を

踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
下
書
稿
（
一
）
∫
（
三
）
に
あ
る
目
付
の
一
九
二
四
年
五
月
八
目
と
、
下

書
稿
（
四
）
と
定
稿
に
あ
る
一
九
二
四
年
一
〇
月
二
六
目
の
盛
岡
気
象
台
の
気
象
観

測
デ
ー
タ
は
、
次
頁
の
別
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
資
料
を
見
る
場
合
、
盛
岡
と
花
巻
と
で
、
直
線
距
離
で
3
0
㎞
S
4
0
㎞
は
な
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
花
巻
の
天
気
を
知
る
絶
対
確
実
な
資
料
と
い
う
わ

け
に
い
か
な
い
が
、
盛
岡
も
花
巻
も
北
上
山
脈
と
奥
羽
山
脈
に
挟
ま
れ
た
内
陸
部
、

北
上
川
の
流
域
の
一
つ
の
平
野
の
中
央
部
に
位
置
し
、
賢
治
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら

同
じ
北
上
河
谷
の
中
に
あ
る
。
大
ま
か
な
天
気
に
つ
い
て
見
る
場
合
な
ら
、
ほ
と
ん

ど
差
は
な
い
と
い
う
の
が
、
気
象
台
の
方
の
説
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
局
地
性
の

強
い
に
わ
か
雨
や
、
地
域
差
の
大
き
い
雪
の
量
、
天
気
の
変
化
の
時
差
な
ど
に
は
注

意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
点
を
注
意
し
な
が
ら
見
る
と
、
一
九
二
四
年
五
月
八
日
の
場
合
、
こ
の
目
の

天
侯
は
、
午
後
二
時
く
ら
い
ま
で
雲
量
1
0
の
曇
天
で
、
以
後
雨
が
降
っ
て
お
り
、
降

水
デ
ー
タ
で
み
れ
ば
、
五
時
以
降
が
本
格
的
な
雨
に
な
っ
た
。
目
照
時
数
の
デ
ー
タ

を
見
る
と
、
九
時
か
ら
午
後
一
時
こ
ろ
ま
で
は
時
々
日
も
さ
し
、
十
時
か
ら
十
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

く
ら
い
ま
で
は
、
目
照
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
藤
原
咲
平
閲
序
・
三
宅

武
雄
訳
述
『
雲
の
見
方
』
（
大
正
一
五
年
刊
）
を
参
照
し
つ
つ
雲
形
の
記
録
を
見
る

と
、
“
（
積
巻
雲
）
は
大
ま
だ
ら
雲
だ
か
ら
、
雲
間
を
通
し
て
目
が
さ
す
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
午
前
中
は
主
と
し
て
層
積
雲
を
意
味
す
る
当
時
の
記
号
㏄
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
高
層
の
雲
な
ら
薄
日
が
さ
す
の
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
考

に
す
れ
ば
、
花
巻
で
も
、
朝
の
内
、
村
娘
が
雨
具
の
用
意
に
ケ
ラ
を
着
て
畑
に
出
掛

げ
る
が
、
「
目
ざ
し
が
ほ
の
か
に
降
っ
て
く
」
る
の
で
ケ
ラ
を
脱
ぐ
と
い
う
、
作
品

の
表
現
に
相
応
し
い
状
況
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
下
書
稿
の
（
一
）
（
二
）
（
三
）
の
場

合
、
現
実
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
形
で
創
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
下
書
稿
の
一
四
）
と
定
稿
に
あ
る
一
九
二
四
年
一
〇
月
二
六
目
の
場
合
は
、
午
後

一
時
曇
っ
た
と
し
て
も
、
盛
岡
で
は
ほ
と
ん
ど
一
目
晴
れ
て
い
た
。
花
巻
も
晴
天
だ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
作
品
に
は
ひ
ば
り
や
「
茎
ば
っ
か
し
の
キ
ャ
ベ
ヂ
」
が
描
か
れ
、
下
書
稿
（
四
）

の
結
局
削
除
さ
れ
た
挿
入
句
に
は
「
そ
こ
は
去
年
の
キ
ャ
ベ
ヂ
の
は
た
け
」
と
あ
る

か
ら
、
作
品
世
界
の
季
節
は
春
か
ら
初
夏
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
下
書
稿
（
三
）

推
敲
形
か
ら
で
て
く
る
「
烈
し
い
か
げ
ら
ふ
の
波
の
な
か
か
ら
」
と
か
、
「
枯
れ
草

も
ゆ
れ
笹
も
ゆ
れ
／
こ
ん
が
ら
が
っ
た
遠
く
の
桑
の
は
た
け
で
は
／
け
む
り
の
青
い

5
津
◎
も
な
が
れ
／
崖
の
上
で
は
こ
ど
も
の
凧
の
尾
も
ひ
か
る
」
と
か
「
あ
を
あ
を

燃
え
る
山
の
雪
」
と
い
う
情
景
は
、
天
気
が
良
い
目
を
想
像
さ
せ
る
か
ら
、
五
月
八

目
の
実
景
に
基
づ
く
も
の
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
は
秋
目
和
の
一
〇
月
二
六

目
の
清
景
に
ヒ
ソ
ト
を
得
て
書
き
込
ま
れ
合
成
さ
れ
た
虚
構
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
日
は
□
野
馬
が
か
っ
て
に
こ
さ
え
た
み
ち
と
］
お
よ
び
［
う
と
う
と
す

る
と
ひ
や
り
と
く
る
］
の
創
作
目
付
の
目
で
、
日
曜
日
で
あ
る
。
「
あ
を
あ
を
燃
え



3
別
表
1

盛
岡
気
象
台
気
象
観
測
デ
ー
タ

雲
形

雷
浅
旦
里

降
水
量

日
照
時
数

天
候
時
刻

雲
形

雷
肩
且
里

降
水
．
量

日
照
時
数

天
侯
時
刻

SK 1 ○ 1 CS 10 ◎ 1

SK 1 ○ 2 SC 10 ◎ 2

SK 2 ○ 3 SCSK 10 ◎ 3

O ○ 4 SCSK 10 ◎ 4

一
九
二
四
年
五
月
八
日
q
瞭
原
淑
女
』
下
書
稿
二
）
∫
○
二
）
創
作
日
付
の
日
）
』

0 ○ 5

一
九
二
四
年
一
○
月
二
六
目
q
駿
原
淑
女
』
下
書
稿
茜
）
一
お
よ
び
定
稿
創
作
目
付
の
目
）

SK 1O ◎ 5

O ○ 6 SK 10 ◎ 6

O ○ 7 SK 10 ◎ 7

O O．70 ○ 8 SK 10 ◎ 8

注
C
○
券
快
雲
晴
C
S
①
券
晴
層
れ
雲
C
K
◎
券
曇
積
り
雲
K
C
⑬
積
雨
券
雲
S
C
目
層
照
券
時
雲
数
　
は
S
K
ヂ
層
ヨ
積
ソ
雲
ダ
　
ル
・
N
式
乱
。
雲
（
雨
雲
㌔
一
ノ
’
K
積
雲
N
K
積
乱
雲
S
層
雲

S O 1．OO ○ 9 SK 10 ◎ 9

S O 1．OO ○ 1O KCCSSK 10 0．30 ◎ 10

S 1 1．OO ○ 11 SKSC 10 O．75 ◎ 11

KS 2 1．OO ○ 12 SKSC 10 O．10 ◎ 12

KS 8 1．OO ◎ 13 SK 1O O．30 ◎ 13

KS 8 O．90 ◎ 14 SK 1O ◎ 14

KS 4 O．75 ① 15 NSK 10 O．O ㊧ 15

S 1 O．65 ○ 16 NSK 1O ⑱ 16

S 4 O．60 ① 17 N 10 O．O ⑬ 17

S 1 ○ 18 N 1O 2．2 ㊧ 18

S O ○ 19 N 1O 1．4 ㊥ 19

O ○ 20 N 1O 1．5 ⑬ 20

0 ○ 21 N 10 1．6 ㊧ 21

O ○ 22 N 10 1．7 ㊥ 22

S 1 ○ 23 ．N 1O O．3 ㊧ 23

S 1 ○ 24 N 1O O．3 ㊧ 24

宮
沢
賢
治
『
瞭
原
淑
女
』
考
一
木
村
）
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る
山
の
雪
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
年
の
一
〇
月
二
九
目
の
午
後
五

時
こ
ろ
か
ら
三
〇
目
の
午
前
中
に
か
け
て
は
、
盛
岡
市
内
で
降
雪
を
見
て
い
る
。
記

録
で
の
確
認
は
出
来
て
い
な
い
が
、
二
六
目
で
山
に
雪
が
あ
る
の
は
常
識
で
あ
ろ
う
。

一
〇
月
二
四
目
は
『
凍
雨
』
の
創
作
目
付
の
目
で
、
こ
の
下
書
稿
一
二
）
に
は
「
凍

ら
す
風
に
目
を
瞑
り
／
み
ぞ
れ
の
雲
に
あ
え
ぐ
も
の
」
と
い
う
表
現
も
見
え
る
。
盛

岡
気
象
台
の
記
録
で
も
、
二
四
目
は
午
前
中
雨
が
降
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
指
摘
し
た
下
書
稿
（
三
）
の
推
敲
形
の
こ
と
ば
は
、
一
九
二
五
年
四
月
一

二
日
の
創
作
日
付
を
持
つ
作
品
番
号
五
一
九
の
『
春
』
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

ち
ら
か
ら
逆
輸
入
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
、
検
討
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

次
頁
の
別
表
皿
に
見
る
よ
う
に
、
一
九
二
五
年
四
月
＝
一
目
は
終
日
雲
量
1
0
（
雲
形

㏄
、
眺
ま
た
は
S
）
の
曇
天
だ
っ
た
。
目
照
時
数
で
い
え
ば
、
七
時
ご
ろ
と
一
一
時

頃
と
に
、
盛
岡
で
か
な
り
の
日
照
も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、
花
巻
で
も
、
午
前

中
に
晴
れ
間
を
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
烈
し
い
か
げ
ら
ふ
の
波
」

と
か
、
「
あ
を
あ
を
燃
え
る
山
の
雪
」
と
か
い
っ
た
情
景
を
層
巻
雲
・
層
積
雲
・
層

雲
が
広
が
る
天
気
で
捉
え
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
難
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
『
春
』

の
原
稿
の
状
態
を
見
て
も
、
最
初
か
ら
こ
の
表
現
が
書
き
込
ま
れ
て
い
て
、
表
現
の

定
型
化
し
た
様
子
が
見
え
る
の
に
対
し
、
下
書
稿
（
三
）
へ
の
書
き
込
み
は
、
原
稿

の
コ
ピ
ー
で
見
る
限
り
原
稿
用
紙
の
上
に
表
現
が
生
ま
れ
て
く
る
姿
を
示
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

　
下
書
稿
（
三
）
推
敲
形
以
降
は
、
秋
晴
れ
の
清
景
を
背
景
に
取
り
込
む
虚
構
に
よ

っ
て
、
初
稿
の
曇
天
の
イ
メ
ー
ジ
を
消
し
て
背
景
を
美
化
し
、
「
烈
し
い
か
げ
ら
ふ

の
波
」
を
用
い
て
全
体
の
幻
想
化
を
助
け
て
お
り
、
こ
こ
に
創
作
方
法
の
変
化
が
は

っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。

下
書
稿
の
二
）
∫
（
三
）
で
の
詩
人
の
視
線
は
、
村
娘
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
こ
と

に
重
点
が
あ
っ
て
、
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
す
る
姿
勢
の
延
長
線
上
で
、
下
書
稿
（
三
）
で

は
生
徒
ま
で
も
登
場
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
下
書
稿
（
三
）
推
敲
形
か
ら
は
、
畑

に
農
作
業
に
来
た
村
娘
を
フ
ォ
ー
ゲ
ル
・
タ
ソ
ツ
の
踊
り
手
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に

意
識
を
集
中
し
て
い
る
。
そ
こ
に
虚
構
を
用
い
る
気
持
ち
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

賢
治
を
幻
想
詩
人
と
見
る
こ
と
に
異
存
は
な
い
が
、
幻
想
的
作
品
が
い
ず
れ
も
幻
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

だ
け
に
よ
る
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
下
書
稿
の
（
三
）
の
推
敲
形
を
コ
ピ
ー
で
見
る
と
、
そ
の
元
原
稿
の
鉛
筆
と
推
敲

の
鉛
筆
と
で
、
鉛
筆
が
明
ら
か
に
違
い
、
筆
勢
に
も
変
化
が
あ
っ
て
、
両
者
の
時
期

が
ち
が
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
下
書
稿
（
二
）
以
降
、
村
娘
を
鳥
踊
の
踊
り
手

と
見
る
と
い
う
こ
と
で
は
一
貫
し
て
い
る
が
、
作
品
の
創
作
方
法
に
は
下
書
稿
（
三
）

と
そ
の
推
敲
形
と
の
問
に
構
想
変
更
を
含
む
飛
躍
と
断
層
が
あ
る
。
こ
れ
を
下
書
稿

（
四
）
に
写
し
た
と
き
、
こ
の
飛
躍
が
作
者
に
意
識
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
創

作
日
付
も
改
め
た
と
見
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
下
書
稿
一
三
）
で
生
徒
が
登
場
し
た
り
、
下
書
稿

（
四
）
推
敲
形
で
は
、
一
度
加
え
ら
れ
て
い
た
詩
人
と
村
娘
の
沈
黙
劇
と
も
い
う
べ

き
視
線
の
交
錯
を
描
い
た
部
分
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
一
つ
の
構
想
変
更

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
同
じ
創
作
目
付
が
継
続
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
意
味
の

大
き
さ
を
吟
味
し
な
い
で
、
構
想
変
更
が
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
を
創
作
目
付
変
更
の

理
由
と
考
え
る
の
は
、
片
手
落
ち
の
理
論
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
モ
チ
ー
フ
の
変
更

の
有
無
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
構
想
変
更
の
背
後
に
あ
る
作
者
の
意
識
、
ひ
い
て
は
作
品
改
稿
を

促
す
根
底
の
問
題
意
識
を
探
る
た
め
に
も
、
下
書
稿
や
定
稿
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の

モ
チ
ー
フ
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
構
想
変
更
が
あ
っ
た
部
分

に
区
切
り
を
置
き
、
改
稿
過
程
の
全
体
を
下
書
稿
一
一
）
か
ら
（
二
）
推
敲
形
ま
で
、



別
表
皿
　
盛
岡
気
象
台
気
象
観
測
デ
ー
タ

雲
形

雷
芦
且
里

降
水
量

日
照
時
数

天
候

時
一
刻

SCS 10 ◎ 1

SCS 10 ◎ 2

一
九
二
五
年
四
月
二
一
目
。
（
五
一
九
『
春
』
創
作
目
付
の
日
）

SCS 1O ◎ 3

SC 10 ◎ 4

SC 10 ◎ 5

SC 10 ◎ 6

SKSC 1O O．70 ◎ 7

SK 10 ◎ 8

　
注
C
○
券
快
雲
晴
C
S
①
券
晴
層
れ
雲
C
K
◎
券
曇
積
り
雲
K
C
⑬
積
雨
券
雲
・
S
C
目
層
照
券
時
雲
数
　
は
S
K
ヂ
層
ヨ
積
ソ
雲
ダ
　
ル
N
式
乱
◎
雲
（
雨
雲
）
K
積
雲
K
N
積
乱
雲
S
層
雲

SCSK 10 O．50 ◎ 9

CSSCS 10 O．16 ◎ 1O

SC 1O O．80 ◎ 11

SC 1O O．49 ◎ 12

N 1O O．O 轡 13

N 1O O．O ㊧ 14

N 10 O．O ⑱ 15

SKS 10 O．O ◎ 16

SK 1O O．O ◎ 17

SKS 10 ◎ 18

N 10 O．O ㊧ 19

N 10 O．O ㊧ 20

N 10 0．O ⑬ 21

SKS 10 O．1 ◎ 22

SSK 10 9 23

N 10 O．O ⑬ 24

5

たと下
い定書
○稿稿
　と（
　に三
　四＼

れ
㌧霜

（
三
）
推
敲
形
と
下
書
稿
（
四
）
、
下
書
稿
（
四
）
推
敲
形

各
段
階
の
モ
チ
ー
フ
と
構
想
変
更
の
意
味
を
考
え
て
い
き

三
　
下
書
稿

（
一
）
（
二
）

の
チ
ー
フ
と
問
題
点

　
下
書
稿
（
一
）
つ
ま
り
『
瞭
原
淑
女
』
と
そ
の
推
敲
形
を
中
心
に
見
る
こ
と
か
ら

始
め
る
。
ま
ず
下
書
稿
（
一
）
の
段
階
で
は
、
村
娘
を
「
噴
原
淑
女
」
と
見
立
て
た

こ
と
に
中
心
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
。
モ
チ
ー
フ
を
支
え
る
の
は
、
「
け
ら
を
着
　
粗
い

縄
を
ま
と
ひ
／
萱
草
の
花
の
や
う
に
わ
ら
ひ
な
が
ら
／
ゆ
っ
く
り
ふ
た
り
が
す
す
ん

で
く
る
」
と
か
ユ
「
鍬
を
二
挺
た
∫
し
く
け
ら
に
し
ば
り
つ
け
て
ゐ
る
の
で
／
噴
原
淑

女
よ
／
あ
な
た
が
た
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
／
舞
手
の
や
う
に
見
え
る
」
と
い
う
表
現
で

あ
る
。
「
今
目
で
な
い
目
は
青
い
つ
る
つ
る
の
薫
菜
を
入
れ
／
欠
け
た
朱
塗
の
椀
を

う
か
べ
て
／
朝
の
爽
や
か
な
う
ち
に
町
へ
売
り
に
来
た
り
す
る
」
と
あ
る
こ
と
で
、

町
で
は
物
売
り
を
し
て
い
る
村
娘
が
、
今
日
畑
に
立
て
ば
い
わ
ば
花
形
で
、
町
の
住

人
で
あ
る
詩
人
か
ら
見
て
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
／
舞
手
の
や
う
に
見
え
る
」
。
こ
の
位

置
の
逆
転
し
た
目
覚
ま
し
さ
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
掛
け
と
、
起
承

転
結
の
は
っ
き
り
し
た
構
造
で
捉
え
た
村
娘
の
姿
の
美
し
さ
を
、
最
後
に
風
に
託
し

て
娘
自
身
に
伝
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
作
品
は
詩
人
の
動
的
な
心
清
を
含
ん
で
、

も
う
一
つ
の
膨
ら
み
を
得
た
。

　
伊
藤
眞
一
郎
氏
は
、
小
田
忠
氏
の
説
を
引
用
し
つ
つ
、
最
初
の
二
行
「
目
ざ
し
が

ほ
の
か
に
降
っ
て
く
れ
ば
／
ま
た
う
ら
ぶ
れ
の
風
も
吹
く
」
と
い
う
表
現
の
中
に
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

す
で
に
幻
想
的
な
世
界
を
捉
え
て
お
ら
れ
る
。
北
国
の
曇
天
の
朝
の
か
す
か
な
目
差

し
に
は
、
確
か
に
幻
想
的
な
雰
囲
気
も
想
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
風
の
揺

ら
ぎ
が
加
わ
れ
ば
、
現
実
の
情
景
に
も
幻
想
性
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。

宮
沢
賢
治
『
噴
原
淑
女
』
考
（
木
村
）
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宮
沢
賢
治
『
瞭
原
淑
女
』
考
（
木
村
）

　
だ
が
、
も
し
、
こ
れ
で
下
書
稿
（
一
）
を
読
み
終
え
た
と
す
る
な
ら
、
作
品
を
読

ん
で
心
に
残
る
重
い
も
の
に
つ
い
て
触
れ
な
い
ま
ま
、
通
り
過
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
、
詩
人
が
風
に
託
し
て
自
分
の
気
持
ち
を
村
娘
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
言
っ
た

の
と
、
村
の
若
い
衆
が
娘
さ
ん
を
見
て
口
笛
を
吹
く
気
持
ち
と
ど
う
違
う
の
か
と
問

う
て
見
た
と
き
に
も
、
自
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
見
る
人
と
見
ら
れ
る
人
と
が
、
一
つ
の
場
を
共
有
し
て
い
る
空
間
で
あ
れ
ば
、
相

手
に
直
接
声
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
空
間
に
あ
る
の
が
、
村
の
若

い
衆
と
娘
さ
ん
が
共
有
し
て
い
る
空
間
で
あ
る
。
し
か
し
、
互
い
の
視
線
を
確
認
で

き
る
距
離
に
あ
っ
て
、
詩
人
が
思
い
を
風
に
託
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

村
娘
と
詩
人
と
が
簡
単
に
言
葉
の
通
じ
な
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
詩
を
読
ん
で
心
に
残
る
不
思
議
な
わ
だ
か
ま
り
は
、
詩
人
の
思
い
が
結
局
詩
人
一

人
の
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
辛
さ
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
作
品
内
に
お
い

て
、
風
が
詩
人
の
気
持
ち
を
村
娘
に
伝
え
る
と
保
証
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
「
作
品
は
作
者
の
動
的
な
心
情
を
含
ん
で
、
も
う
一
つ
の
膨
ら
み
を
得
た
」

と
言
っ
た
が
、
、
作
者
の
心
情
は
、
村
娘
に
働
き
掛
け
よ
う
と
す
る
温
い
心
で
あ
り
な

が
ら
、
風
に
託
す
し
か
方
法
の
な
い
も
の
で
、
伝
達
不
能
な
も
の
と
し
て
詩
人
の
心

の
中
で
膨
れ
上
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
辛
さ
が
、
こ
の
作
品
の
成
立
と
同
時

に
、
第
二
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
詩
人
の
中
に
胚
胎
し
た
。
こ
の
第
二
の
モ
チ
ー
フ
こ

そ
次
々
と
作
品
を
改
稿
さ
せ
た
原
動
力
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
辛
さ
に
つ
い
て
も
う
少
し
説
明
す
る
な
ら
、
詩
人
の
気
持
ち
が
伝
達
不
能
な

の
は
詩
人
の
思
い
の
中
で
の
村
娘
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
村
娘
の
自
己
認
識
と
に
決
定
的

と
い
え
る
落
差
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
表
面
的
に
は
詩
人
と
村
娘
と
の
階

層
差
と
か
、
倫
理
的
杜
会
通
念
の
間
題
と
い
え
よ
う
が
、
本
質
的
に
は
、
「
け
ら
を

着
粗
い
縄
を
ま
と
ひ
」
し
て
い
る
村
娘
を
、
詩
人
が
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
舞
手
の
や

う
に
見
」
て
し
ま
う
所
に
あ
る
価
値
観
の
落
差
と
、
そ
の
根
底
に
あ
る
思
想
の
落
差

の
た
め
で
あ
る
。
辛
さ
と
は
、
詩
人
が
こ
の
落
差
を
察
知
す
る
た
め
に
口
ご
も
り
、

伝
達
を
断
念
し
て
い
る
寂
し
さ
で
あ
る
。
ア
ガ
ペ
ー
型
の
万
人
へ
の
愛
に
徹
す
る
老

の
こ
の
寂
し
さ
こ
そ
、
作
品
が
新
た
に
抱
え
込
ん
だ
中
核
的
思
念
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
落
差
を
一
度
認
め
て
断
絶
を
許
す
な
ら
、
教
養
人
の
側
に
、
一
種
の
お
ご
り

が
生
ま
れ
る
。
こ
の
点
に
、
作
者
が
気
づ
か
ぬ
は
ず
は
な
い
。
下
書
稿
（
二
）
以
下

の
改
稿
は
、
い
わ
ば
こ
の
第
二
の
モ
チ
ー
フ
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。

　
下
書
稿
（
二
）
推
敲
形
ま
で
の
段
階
を
考
え
る
と
、
作
品
の
最
後
で
、
「
そ
ん
な

ら
風
よ
／
お
ま
え
が
ス
テ
ッ
プ
地
方
で
歌
っ
た
や
う
に
／
／
今
日
は
い
ち
に
ち
、
／
こ

の
人
た
ち
の
は
た
ら
く
そ
ば
で
ふ
る
え
て
く
れ
、
／
風
よ
た
の
し
い
お
ま
へ
の
こ
と

ば
を
／
こ
の
人
た
ち
に
さ
∫
や
い
て
く
れ
」
と
、
詩
人
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
風
と
、

村
娘
と
の
親
和
的
な
関
係
を
描
き
出
す
こ
と
に
、
腐
心
し
て
い
る
の
も
そ
の
一
つ
で

あ
る
。
た
だ
、
作
者
が
問
題
を
風
に
預
け
て
い
る
限
り
、
村
娘
と
詩
人
と
の
落
差
は

解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
次
の
段
階
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
「
目
さ
し
が
ほ
の
か
に
降
っ
て
く
れ
ば
」
を
最
終
的
に
「
目
脚

が
ぼ
う
と
ひ
ろ
が
れ
ば
」
と
し
た
こ
と
は
、
現
実
に
基
づ
き
な
が
ら
、
劇
場
の
ス
ポ

ッ
ト
ニ
フ
イ
ト
で
幻
想
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
世
界
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
「
う
ら
ぶ
れ
た
風
」
を
「
つ
め
た
い
西
の
風
」
に
、
更
に
は
「
大
陸
か
ら

の
風
」
に
改
め
て
い
る
の
も
、
詩
人
が
村
娘
を
爽
や
か
な
風
の
中
に
立
た
せ
よ
う
と

し
た
心
ぐ
み
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
板
谷
栄
紀
氏
が
、
「
う
ら
ぶ
れ
の
風
」

を
「
威
勢
の
悪
く
な
っ
た
冬
の
西
風
の
名
残
り
」
と
い
う
意
味
に
と
ら
れ
た
の
に
は

賛
成
だ
が
、
「
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
は
（
中
略
）
一
目
咲
く
と
し
ぼ
ん
で
次
の
花
に
主
役

を
譲
る
と
こ
ろ
か
ら
『
一
日
だ
け
美
し
い
』
と
い
う
意
味
の
メ
ロ
カ
リ
ス
と
い
う
学

sokyu

sokyu
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名
に
な
っ
て
お
り
」
「
娘
た
ち
の
笑
い
を
野
の
花
に
た
と
え
る
と
見
せ
か
け
て
、
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

心
は
『
花
の
い
ろ
は
移
り
に
け
り
な
』
と
冷
や
や
か
に
観
て
い
た
」
と
す
る
解
釈
に

は
賛
成
で
き
な
い
。
む
し
ろ
カ
ン
ゾ
ウ
の
花
に
二
日
だ
け
美
し
い
」
と
い
う
意
味

が
あ
る
と
気
づ
い
た
段
階
で
、
逆
の
意
味
を
求
め
て
「
星
座
の
よ
う
に
」
と
い
う
表

現
さ
え
試
み
、
つ
い
に
「
睡
蓮
の
よ
う
に
」
と
い
う
、
よ
り
優
美
な
表
現
に
落
ち
着

け
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
で
薫
菜
を
売
り
に
く
る
娘
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
合
っ
て
く
る
。

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
／
舞
手
」
と
見
て
い
た
村
娘
の
動
作
を
「
鳥
の
踊
り
」
と
捉
、
え
直

し
、
風
に
「
ス
テ
ッ
プ
地
方
」
で
し
て
き
た
の
と
同
様
の
評
価
を
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
の
も
、
風
俗
の
違
い
な
ど
を
考
慮
に
い
れ
て
、
よ
り
合
理
的
な
表
現
を
求
め
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
下
書
稿
（
二
）
は
全
体
と
し
て
（
一
）
の
延
長
線
上
に
表
現
の
洗
練
を
試
み
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
。
板
谷
氏
は
上
掲
論
文
で
村
娘
を
「
噴
原
淑
女
」
と
見
た
こ
と
に

す
ら
作
者
の
「
皮
肉
っ
ぽ
」
さ
を
提
え
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
落
差
意
識
に
対

す
る
誤
解
が
あ
る
。
村
娘
に
優
美
な
も
の
を
認
め
な
け
れ
ば
「
萱
草
の
花
の
や
う
に
」

を
「
睡
蓮
の
よ
う
に
」
と
直
す
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
段
階
で
、
村
娘
の
動
作
を
「
鳥
の
踊
り
」
と
提
え
直
し
た
こ
と
が
、

後
か
ら
見
る
と
、
意
外
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た

後
で
触
れ
る
。

四
　
下
書
稿

（
三
）
の
構
想
変
更
と
そ
の
意
味

　
下
書
稿
（
三
）
に
目
を
移
し
て
見
る
な
ら
、
〕
し
ん
ど
は
生
徒
が
四
人
来
る
／
云

々
」
と
い
う
内
容
が
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
が
、
下

書
稿
（
一
）
（
二
）
の
そ
れ
と
は
少
し
時
間
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
、
誰
し
も
気
づ

く
、
こ
れ
は
情
景
か
ら
し
て
、
下
書
稿
（
一
）
（
二
）
の
場
面
の
後
に
起
き
た
こ
と

宮
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で
あ
ろ
う
。

　
賢
治
の
詩
の
下
書
稿
を
検
討
し
な
が
ら
、
詩
の
場
面
を
尋
ね
て
み
る
と
と
、
時
々

こ
う
い
う
例
に
出
会
う
。
例
え
ば
、
賢
治
が
白
藤
滋
秀
と
生
徒
を
引
率
し
て
夜
行
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

北
海
道
修
学
旅
行
に
出
掛
け
た
目
の
創
作
目
付
を
持
つ
□
目
は
ト
パ
ー
ズ
の
か
け
ら

を
そ
そ
ぎ
］
の
仮
題
で
校
本
全
集
に
採
録
さ
れ
た
作
品
で
は
、
花
巻
の
西
の
郊
外
、

大
沢
温
泉
へ
の
街
道
ぞ
い
の
才
の
神
部
落
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
赤
石
の
塚
と
、
熊

堂
都
落
付
近
と
推
定
さ
れ
る
ア
イ
ヌ
塚
を
一
つ
の
作
品
の
下
書
稿
で
順
次
取
り
上
げ

　
　
（
6
一

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
部
落
は
一
キ
ロ
以
上
離
れ
た
地
点
に
あ
る
。
詩
人

が
歩
き
な
が
ら
ス
ケ
ッ
チ
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
一
連
の
ス
ケ
ッ
チ
で
素
材
や
視

野
を
拡
大
し
、
よ
り
適
切
な
心
象
仮
託
の
対
象
を
求
め
る
試
み
な
の
で
あ
ろ

う
。　

下
書
稿
一
三
）
で
の
こ
の
改
稿
は
、
村
娘
を
鳥
踊
り
の
舞
い
手
と
し
て
登
場
さ
せ

た
の
で
、
今
度
は
登
校
す
る
農
学
校
の
生
徒
を
北
清
事
変
の
兵
士
の
イ
メ
ー
ジ
で
登

場
さ
せ
、
い
ず
れ
も
大
陸
ふ
う
の
イ
メ
ー
ジ
で
共
通
す
る
と
こ
ろ
を
捉
え
た
の
で
あ

ろ
う
。
構
想
と
し
て
は
、
牧
歌
的
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
世
界
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
も
の

と
理
解
さ
れ
る
。

　
同
時
に
、
こ
こ
に
生
徒
を
登
場
さ
せ
た
の
は
、
詩
人
と
も
村
娘
と
も
意
思
疎
通
が

で
き
る
位
置
に
あ
る
生
徒
を
登
場
さ
せ
、
村
娘
と
詩
人
と
の
落
差
を
埋
め
る
端
緒
を

さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
面
も
考
え
ら
れ
る
。
下
書
稿
（
二
）
の
風
へ
の
呼
び
掛
け
と
引
き

替
え
に
、
生
徒
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
結

果
的
に
は
風
へ
の
呼
び
掛
け
の
削
除
に
よ
っ
て
詩
人
の
村
娘
へ
の
動
的
心
情
の
表
現

が
消
え
、
生
徒
の
登
場
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
は
散
漫
に
な
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
下
書
稿
（
二
）
推
敲
形
か
ら
見
れ
ば
、
思
い
を
風
に
託
す
構
造
を
捨

て
、
新
し
い
媒
介
項
を
求
め
た
と
言
う
意
味
で
、
こ
こ
に
新
し
い
構
想
の
展
開
が
認

sokyu
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め
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
下
書
稿
（
二
）

に
、
一
つ
の
切
れ
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
下
書
稿

の
推
敲
形
と
、
下
書
稿

（
三
）
推
敲
形
と
下
書
稿

（
三
）
の
問

（
四
）
の
問
題

　
し
か
し
、
下
書
稿
（
三
）
と
そ
の
推
敲
形
と
の
問
に
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
通
り
、

こ
れ
と
比
較
に
な
ら
ぬ
大
き
な
構
想
変
更
が
あ
っ
た
。

　
推
敲
形
で
、
〕
一
人
が
畑
へ
で
て
行
く
と
／
農
学
校
の
先
生
が
／
お
か
し
な
顔
で

／
立
っ
て
ゐ
て
、
／
何
か
手
帳
に
書
い
て
ゐ
た
と
／
部
落
に
帰
っ
て
み
ん
な
へ
は
な

す
／
た
し
か
に
そ
れ
は
ぼ
く
も
つ
ら
い
／
け
れ
ど
も
ぼ
く
に
し
て
み
れ
ば
／
い
ま
ご

ろ
や
め
て
し
ま
へ
な
い
／
あ
ら
ゆ
る
非
難
を
敢
然
う
け
て
／
云
ふ
こ
と
だ
け
は
云
ひ

ま
す
よ
」
と
い
う
村
娘
と
詩
人
の
視
線
が
交
錯
す
る
沈
黙
劇
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、

一
見
、
下
書
稿
（
三
）
で
、
生
徒
の
登
場
に
引
き
続
く
場
面
の
取
り
込
み
と
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
手
法
で
共
通
し
て
い
て
も
、
そ
れ
だ
け
の

単
純
な
も
の
で
な
い
面
が
あ
る
。

　
単
純
で
な
い
と
見
る
べ
き
第
一
の
理
由
は
、
書
き
込
み
の
順
序
の
問
題
で
あ
る
。

推
敲
形
を
原
稿
の
コ
ピ
ー
で
見
る
と
、
原
稿
に
推
敲
の
鉛
筆
で
先
に
書
き
込
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

言
葉
が
、
用
紙
の
右
端
に
コ
一
人
し
ず
か
に
つ
れ
だ
っ
て
、
さ
う
い
ふ
奇
体
な
分
装

で
、
は
げ
し
い
か
げ
ら
ふ
の
紐
を
ほ
ぐ
し
、
接
骨
樹
の
藪
を
ま
は
っ
て
く
れ
ば
、
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

節
の
風
に
さ
そ
は
れ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
∫
の
台
地
の
上
へ
、
ス
テ
ッ
プ
地
方
の
鳥

オ
ー
ゲ
ル
タ
ン
ツ

踊
、
そ
れ
を
を
ど
り
に
来
た
と
し
か
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
見
え
な
い
、
」
と
あ
り
、

上
側
の
欄
外
に
「
か
れ
草
も
ゆ
れ
笹
も
ゆ
れ
／
こ
ん
が
ら
が
っ
た
遠
く
の
桑
の
は
た

け
で
は
／
煙
の
青
の
■
8
8
も
な
が
れ
／
崖
の
上
で
は
こ
ど
も
の
凧
の
尾
も
ひ
か

る
」
と
あ
り
、
左
側
に
は
「
さ
あ
は
じ
め
て
も
い
∫
と
い
ふ
／
と
こ
ろ
が
ど
う
し
て

二
人
の
方
は
／
さ
っ
さ
と
胸
の
紐
を
と
き
　
鍬
を
は
た
け
へ
お
ろ
し
て
し
ま
ふ
」
と

書
き
込
ん
で
あ
っ
て
、
村
娘
と
詩
人
と
の
沈
黙
劇
の
部
分
は
、
そ
の
後
か
ら
そ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ー
ゲ
ル
タ
ン
ツ

の
問
に
書
き
込
ま
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
村
娘
を
鳥
踊
の
踊
り
手
と
捉
え

る
こ
と
と
、
「
は
げ
し
い
か
げ
ら
ふ
の
紐
」
も
含
め
て
秋
の
風
景
か
ら
得
た
ヒ
ソ
ト

に
よ
っ
て
作
品
に
虚
構
性
を
導
入
す
る
構
想
が
先
行
し
、
後
か
ら
沈
黙
劇
が
採
用
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
作
品
の
背
景
の
風
景
に
虚
構
を
取
り
込
ん
だ
の
は
、
あ
る
い
は
生
徒
の
登
場
に
よ

っ
て
、
散
文
的
に
な
っ
た
場
面
を
、
背
景
の
美
化
と
陽
炎
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
し
よ
う

と
す
る
努
力
か
も
し
れ
な
い
が
、
虚
構
を
取
り
込
め
ば
、
作
晶
の
基
本
構
造
は
最
初

の
ス
ケ
ッ
チ
と
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
も
の
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
変
更
の

後
で
、
村
娘
と
詩
人
と
の
沈
黙
劇
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
新
し
い
素
材
の

取
り
込
み
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
沈
黙
劇
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
、
新
し
い
素
材
の
取
り
込
み
と
い
う
だ
け
の
単
純

な
動
機
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
見
る
べ
き
、
第
二
の
理
由
は
、
こ
の
沈
黙
劇
と
、
生

徒
の
登
場
と
で
は
ま
っ
た
く
性
格
が
違
う
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
生
徒
の
描
写
の
削
除
と
、
村
娘
と
詩
人
と
の
沈
黙
劇
の
挿
入
が
ど
の
順
序
で
進
め

ら
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
結
果
的
に
は
両
者
を
差
し
替
え
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
生
徒
を
取
り
込
ん
で
み
て
イ
メ
ー
ジ
が
散
漫
に
な
っ
た
の
で
、
ド
ラ
マ
の

あ
る
シ
ー
ソ
を
取
り
込
も
う
と
し
た
と
も
い
え
る
が
、
二
つ
の
場
面
に
は
本
質
的
な

違
い
が
あ
る
。
生
徒
の
登
場
に
は
、
牧
歌
的
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
中
で
詩
人
と

村
娘
と
の
親
和
的
媒
介
項
の
役
割
を
持
た
せ
う
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
沈
黙
劇
に
は
、

詩
人
自
身
を
直
接
作
品
世
界
に
取
り
込
み
、
逆
に
詩
人
と
村
娘
と
の
落
差
と
対
立
関

係
を
顕
在
化
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
異
質
な
沈
黙
劇
と
の
差
し
替
え
が
、
村
娘

　
フ
ォ
ー
ゲ
ル
タ
ン
ツ

を
鳥
踊
の
踊
り
手
と
提
え
る
構
想
と
並
ん
で
背
景
に
虚
構
導
入
を
決
意
し
た
後
に
選

ば
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
単
純
で
な
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
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る
。
改
稿
過
程
の
全
体
を
見
通
し
て
み
れ
ば
、
作
者
は
、
こ
こ
で
よ
う
や
く
問
題
の

核
心
を
掴
み
だ
し
、
正
面
か
ら
克
服
し
よ
う
と
考
え
た
節
が
あ
る
。

　
こ
の
沈
黙
劇
採
用
の
背
後
に
何
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
際
、
重
要
な
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
が
二
つ
あ
る
が
、
そ
れ
を
見
る
前
に
、
下
書
稿
一
三
）
推
敲
形
の
構

想
変
更
の
全
体
を
も
う
一
度
見
直
し
て
お
く
と
、
詩
人
は
村
娘
た
ち
か
ら
怪
語
な
顔

で
見
ら
れ
な
が
ら
も
、
あ
え
て
村
娘
の
姿
・
動
作
を
凝
視
し
て
、
そ
れ
を

フ
ォ
ー
ゲ
ル
タ
ソ
ツ

鳥
踊
、
あ
る
い
は
巨
鷺
踊
り
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
モ
チ
ー
フ
を
集
中
し
、
下
書
稿

（
二
）
で
得
た
「
睡
蓬
の
花
の
よ
う
」
な
村
娘
の
笑
顔
も
、
尊
菜
売
り
の
健
気
な
姿

も
削
除
し
て
い
る
。

　
こ
の
構
想
変
更
の
結
論
と
も
い
う
べ
き
下
書
稿
（
四
）
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
部

が
消
さ
れ
て
い
る
か
ら
翻
刻
さ
れ
た
活
字
で
見
る
ほ
か
な
い
が
、
表
現
の
整
理
・
手

直
し
以
外
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
結
果
と
し
て
村
娘
と
詩
人
の
視
線
の
交
錯
と
、

下
書
稿
（
二
）
で
比
楡
表
現
と
し
て
現
れ
た
村
娘
を
鳥
の
よ
う
だ
と
す
る
言
葉
が
、

こ
こ
で
は
中
心
モ
チ
ー
フ
の
座
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
。

六
　
賢
治
詩
に
お
け
る
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
で
は
、
詩
人
に
こ
の
改
稿
を
選
択
さ
せ
た
も
の
は
何
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
時

注
目
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
、
下
書
稿
（
四
）
と
定
稿
で
、
村
娘
を
鳥
と
提
え
る
こ

と
に
、
作
者
の
意
識
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
理
由
を
考
え
な
が
ら
、

賢
治
詩
の
全
体
を
見
回
す
時
、
鷺
の
よ
う
な
大
形
の
鳥
に
つ
い
て
、
鳥
に
な
っ
た
ト

シ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
り
、
ト
シ
か
ら
の
通
信
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
し
た
り
し
た

時
期
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
。
賢
治
の
作
晶
を
読
む
場
合
、
何
に
で
も
ト
シ
の

影
を
見
る
よ
う
な
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
が
、
『
春
と
修
羅
』
第
二
集
の
前
半

に
あ
た
る
こ
の
時
期
の
作
品
に
は
、
ま
だ
関
連
を
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

宮
沢
賢
治
『
瞭
原
淑
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』
考
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例
え
ば
『
春
と
修
羅
』
第
一
集
の
、
『
白
い
鳥
』
『
青
森
挽
歌
』
で
、
詩
人
は
ト
シ

が
鳥
に
な
っ
た
か
と
想
像
し
て
い
る
。

　
　
二
疋
の
大
き
な
白
い
鳥
が
／
鋭
く
か
な
し
く
晴
き
か
は
し
な
が
ら
／
し
め
つ
た

　
　
朝
の
目
光
を
飛
ん
で
ゐ
る
／
そ
れ
は
わ
た
く
し
の
い
も
う
と
だ
／
死
ん
だ
わ
た

　
　
く
し
の
い
も
う
と
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
白
い
鳥
』
）

　
　
（
（
黄
い
ろ
な
花
こ
お
ら
も
と
る
べ
が
な
）
）
／
た
し
か
に
と
し
子
は
あ
の
あ
け

　
　
が
た
は
／
（
中
略
）
／
ほ
か
の
ひ
と
の
こ
と
の
や
う
に
つ
ぶ
や
い
て
ゐ
た

　
　
の
だ
／
そ
し
て
そ
の
ま
ま
さ
び
し
い
林
の
な
か
の
／
い
つ
ぴ
き
の
鳥
に
な
つ
た

　
　
だ
ら
う
か
／
H
，
g
巨
邑
彗
匡
§
を
風
に
き
き
な
が
ら
／
（
中
略
）
／
か
な
し
く

　
　
う
た
つ
て
飛
ん
で
行
つ
た
ら
う
か
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
青
森
挽
歌
』
）

　
ま
た
、
『
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌
』
で
は
、
鳥
が
ト
シ
か
ら
の
通
信
を
持
っ
て
く
る
か

と
想
像
し
て
い
る
。

　
　
空
が
あ
ん
ま
り
光
れ
ば
か
へ
つ
て
が
ら
ん
と
暗
く
み
え
／
い
ま
す
る
ど
い
羽
を

　
　
し
た
三
羽
の
鳥
が
飛
ん
で
く
る
／
あ
ん
な
に
か
な
し
く
暗
き
だ
し
た
／
な
に
か

　
　
し
ら
せ
を
も
つ
て
き
た
の
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌
』
）

　
さ
ら
に
、
□
こ
の
森
を
通
り
ぬ
け
れ
ば
］
（
下
書
稿
題
名
『
寄
鳥
想
亡
妹
』
）
で
は
、

詩
人
が
直
接
そ
う
し
た
想
像
を
言
葉
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
先
の
例
を
参
考

に
し
て
み
る
と
、
鳥
を
見
て
詩
人
が
ト
シ
の
こ
と
を
連
想
し
て
い
る
と
い
る
と
解
釈

で
き
る
。

　
　
鳥
は
二
羽
だ
げ
い
つ
か
こ
っ
そ
り
や
っ
て
来
て
／
何
か
冴
え
冴
え
軋
っ
て
行
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
リ
キ
ル

　
　
た
／
あ
㌧
風
が
吹
い
て
あ
た
た
か
さ
や
銀
の
分
子
／
あ
ら
ゆ
る
四
面
体
の
感
触

　
　
を
送
り
／
螢
が
一
さ
う
乱
れ
て
飛
べ
ば
／
鳥
は
雨
よ
り
し
げ
く
な
き
／
わ
た
く

　
　
し
は
死
ん
だ
妹
の
声
を
／
林
の
は
て
の
は
て
か
ら
き
く

　
　
　
　
　
　
［
こ
の
森
を
通
り
ぬ
け
れ
ば
］
（
下
書
稿
題
名
『
寄
鳥
想
亡
妹
』
）
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宮
沢
賢
治
『
噴
原
淑
女
』
考
（
木
村
）

　
こ
の
他
、
『
鳥
の
遷
移
』
［
北
上
川
は
榮
氣
を
流
し
イ
］
．
（
生
前
発
表
形
題
名
『
花

鳥
図
譜
・
七
月
』
）
な
ど
で
も
、
詩
人
が
鳥
と
ト
シ
の
面
影
を
結
び
つ
け
て
い
る
例

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

を
探
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
見
る
な
ら
、
鳥
と
ト
シ
の
面
影
を
結
び
つ

け
る
こ
の
詩
人
の
特
殊
な
心
の
動
き
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

　
詩
人
が
こ
の
よ
う
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
多
分
、
ト
シ
が
生
前
に
、
し

き
り
に
林
を
慕
っ
て
い
た
の
で
、
ま
る
で
鳥
や
リ
ス
の
よ
う
だ
と
、
詩
人
に
思
わ
せ

た
事
実
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
『
噴
火
湾
（
ノ
ク
タ
ー
ソ
）
』
や
、
『
松
の

針
』
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
人
の
魂
が
鳥
に
な
っ
た
り
、
鳥
が
異
界
と
の
使
い
を
果
た
し
た
り
す
る
と
い
う
民

間
の
俗
信
も
か
な
り
広
く
行
き
渡
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
賢
治
自
身
は
『
白
い
鳥
』

で
、
『
古
事
記
』
の
目
本
武
尊
の
例
を
挙
げ
、
自
分
の
心
の
中
で
の
ト
シ
と
鳥
と
の

結
び
つ
き
方
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
い
ま
鳥
は
二
羽
　
か
ぐ
や
い
て
白
く
ひ
る
が
へ
り
／
む
か
ふ
の
湿
地
　
青
い
芦

　
　
の
な
か
に
降
り
る
／
降
り
や
う
と
し
て
ま
た
の
ぽ
る
／
　
　
　
一
日
本
武
尊
の
新

　
　
ら
し
い
衡
陵
の
前
に
／
　
　
お
き
さ
き
た
ち
が
う
ち
ふ
し
て
嘆
き
／
　
　
そ
こ

　
　
か
ら
た
ま
た
ま
千
鳥
が
飛
べ
ば
／
　
　
そ
れ
を
尊
の
み
た
ま
と
お
も
ひ
／

　
　
芦
に
足
を
も
傷
つ
け
な
が
ら
／
　
　
海
べ
を
し
た
つ
て
行
か
れ
た
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
『
古
事
記
』
中
巻
、
景
行
天
皇
記
「
倭
建
命
の
苗
宛
去
」
の
節
で
、
命
の
魂
が
「
八

ひ
ろ
し
ろ
ち
ど
り
な
　
　
　
　
　
あ
め
　
か
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

尋
白
智
鳥
に
化
り
て
、
天
に
翔
り
て
浜
に
向
き
て
飛
び
行
で
ま
し
き
」
と
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
い
る
。七

　
　
『
莚
露
青
』
で
発
見
さ
れ
た
ト
シ
像

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
に
し
て
も
、
村
娘
を
た
ま
た
ま
鳥
に
警
え
た

か
ら
と
言
っ
て
、
詩
人
に
好
意
的
で
な
い
村
娘
に
ま
で
、
ト
シ
の
イ
メ
ー
ジ
を
結
び

つ
け
る
こ
と
に
、
な
お
疑
問
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
『
蓬
露
青
』
で
、

作
者
は
、
自
分
に
好
意
的
で
な
い
相
手
の
中
に
ト
シ
の
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
時
期
的
に
も
『
莚
露
青
』
の
創
作
目
付
は
七
月
十
七
目
で
あ
る
。
こ
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
）

品
全
体
の
解
釈
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
詳
細
は
省
略
す
る
が
、

こ
こ
で
当
面
問
題
に
な
る
の
は
「
声
の
い
∫
製
糸
場
の
工
女
た
ち
が
／
わ
た
く
し
を

あ
ざ
け
る
や
う
に
歌
っ
て
行
け
ば
／
そ
の
な
か
に
は
わ
た
く
し
の
亡
く
な
っ
た
妹
の

声
が
／
た
し
か
に
二
つ
も
入
っ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
部
分
で
あ
る
。
北
上
川
の
東
側
に

あ
た
る
高
木
地
区
に
あ
っ
た
製
糸
工
場
の
娘
た
ち
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

工
女
た
ち
が
歌
を
う
た
い
な
が
ら
、
詩
人
を
潮
る
よ
う
に
見
て
通
り
す
ぎ
た
の
に
対

し
、
詩
人
の
方
は
、
そ
の
歌
声
の
中
に
ト
シ
的
な
も
の
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
、
下
書
稿
（
三
）
推
敲
形
と
下
書
稿
（
四
）
に
あ
っ
た
、
村
娘
と
詩
人
の
視

線
の
交
錯
に
よ
る
沈
黙
劇
と
、
同
質
な
も
の
が
あ
る
。

　
し
か
も
詩
人
は
、
『
莚
露
青
』
で
「
　
　
…
…
あ
∫
　
い
と
し
く
お
も
ふ
も
の
が

／
　
　
　
　
そ
の
ま
∫
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

／
　
　
　
　
　
な
ん
と
い
ふ
い
∫
こ
と
だ
ら
う
…
…
」
と
言
う
。
っ
ま
り
、
「
い
と

し
く
お
も
ふ
も
の
が
」
「
そ
の
ま
∫
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
」
詩
人
に
そ
の
人
を
い
つ
ま
で
も
追
い
求
め
る
気
持
ち
に
さ
せ
る
の
で
、
そ
れ
が

ひ
い
て
は
「
製
糸
場
の
工
女
た
ち
が
／
わ
た
く
し
を
あ
ざ
け
る
や
う
に
歌
っ
て
行
」

く
の
を
聞
い
て
も
、
「
そ
の
な
か
に
は
わ
た
く
し
の
亡
く
な
っ
た
妹
の
声
」
を
「
た

し
か
に
二
つ
も
入
っ
て
ゐ
る
」
と
認
め
る
契
機
に
な
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
『
小

岩
井
農
場
』
の
パ
ー
ト
九
で
い
う
「
じ
ぶ
ん
と
ひ
と
と
万
象
と
い
つ
し
よ
に
／
至
上

福
し
に
い
た
ら
う
と
す
る
」
‘
「
宗
教
情
操
」
に
近
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
「
な
ん
と

い
ふ
い
㌧
こ
と
だ
ら
う
」
と
い
え
た
の
で
あ
る
。
そ
う
読
ん
だ
時
、
は
じ
め
て
こ
の

作
品
の
意
味
が
理
解
さ
れ
る
。

sokyu

sokyu
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賢
治
に
お
け
る
ト
シ
問
題
の
克
服
の
順
序
と
し
て
は
、
『
青
森
挽
歌
』
で
信
仰
の

問
題
を
ま
ず
克
服
し
、
そ
れ
で
も
『
噴
火
湾
一
ノ
ク
タ
ー
ソ
）
』
で
は
「
あ
あ
何
べ

ん
理
知
が
教
へ
て
も
／
私
の
さ
び
し
さ
は
な
ほ
ら
な
い
」
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
寂

し
さ
を
思
想
的
に
価
値
づ
け
た
の
が
、
こ
の
作
品
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
自
分
を
「
あ
ざ
け
る
や
う
に
歌
っ
て
行
く
」
の
を
聞
い
て
、
そ
の
な
か

に
「
亡
く
な
っ
た
妹
の
声
」
を
認
め
、
そ
れ
が
す
べ
て
の
人
を
心
か
ら
愛
せ
る
契
機

に
な
っ
た
の
で
、
妹
の
死
も
「
い
∫
こ
と
だ
」
と
言
い
切
る
の
は
思
想
と
し
て
は
正

し
く
と
も
、
作
品
と
し
て
は
、
思
想
を
生
で
出
し
過
ぎ
て
い
る
側
面
も
あ
る
。
作
者

は
『
薙
露
青
』
を
抹
消
し
た
の
だ
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ
に
は
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ

た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は
、
そ
の
思
想
性
を
作
品
の
背
後
に
沈
め
、
自
分
へ
の
批

判
者
あ
る
い
は
自
分
に
無
理
解
な
人
物
の
中
に
ト
シ
的
な
も
の
を
認
め
、
そ
れ
を
愛

す
る
思
い
を
作
品
に
表
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
先
に
見
て
き
た
下
書
稿
（
三
）
の
推

敲
形
・
下
書
稿
（
四
）
の
構
想
に
ぴ
た
り
と
当
て
は
ま
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
な
ら
、

詩
人
と
村
娘
と
の
落
差
を
一
方
に
認
め
つ
つ
、
し
か
も
詩
人
が
村
娘
に
心
理
的
親
近

感
を
持
ち
う
る
構
想
に
な
っ
て
い
る
。
村
娘
と
詩
人
と
の
落
差
は
こ
う
し
て
克
服
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
生
徒
を
削
除
し
て
村
娘
と
の
沈
黙
劇
が
採
用
さ
れ
た
理
由
は
、
こ

の
よ
う
見
て
、
よ
う
や
く
納
得
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
下
書
稿
（
三
）
推
敲
形
の
段
階
で
、
村
娘
の
「
睡
蓮

の
花
の
よ
う
に
わ
ら
ひ
」
が
削
除
さ
れ
、
鳥
踊
り
の
踊
り
手
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に

意
識
が
集
中
さ
れ
た
と
き
、
モ
チ
ー
フ
の
質
的
変
更
も
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

八

下
書
稿
（
四
）

推
敲
形
と
定
稿
の
到
達
点

　
だ
が
、
下
書
稿
（
四
）
推
敲
形
で
は
、
村
娘
と
詩
人
の
心
理
劇
も
削
除
さ
れ
て
い

る
。
先
の
経
緯
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
も
一
つ
の
構
想
変
更
と
見
て
良
い
。
そ
れ

宮
沢
賢
治
『
醸
原
淑
女
』
考
（
木
村
）

は
、
経
緯
を
捨
て
て
結
果
を
取
る
も
の
で
あ
っ
た
。
詩
人
と
村
娘
と
の
落
差
と
対
立

関
係
を
顕
在
化
さ
せ
た
中
で
、
詩
人
が
村
娘
に
ト
シ
の
面
影
を
提
え
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
表
現
す
る
な
ら
、
作
品
は
ト
シ
挽
歌
の
域
に
停
ま
る
こ
と
に
な

る
。
詩
人
に
と
っ
て
、
村
娘
の
中
に
ト
シ
的
な
も
の
を
発
見
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

万
人
の
中
に
ト
シ
的
な
も
の
を
見
出
し
、
「
じ
ぶ
ん
と
ひ
と
と
万
象
と
い
つ
し
よ
に

／
至
上
福
し
に
い
た
ら
う
と
す
る
」
「
宗
教
情
操
」
に
近
づ
く
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。

し
か
し
、
下
書
稿
（
四
）
を
、
独
立
し
た
作
品
と
し
て
こ
の
ま
ま
読
め
ば
、
陽
炎
の

幻
想
で
包
ん
だ
と
は
い
え
、
詩
人
に
冷
淡
な
村
娘
を
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
た
だ
け

で
は
、
鳥
に
ト
シ
の
幻
を
見
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
こ
に
普
遍
的
愛
の
対
象
を
見
て

い
る
詩
人
の
思
い
を
読
者
に
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
も
、
村
娘
の
中
に
普
遍

的
愛
の
対
象
を
見
た
詩
人
に
と
っ
て
、
村
娘
は
も
は
や
落
差
を
感
じ
さ
せ
る
相
手
で

は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
沈
黙
劇
は
削
除
さ
れ
、
代
わ
っ
て
強
調
さ
れ
る
の
が
、
村
娘
の
素
朴
な

ま
ま
の
扮
装
と
大
地
に
下
り
立
つ
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
結
局
削
除
さ
れ
て
い
る

が
、
「
そ
の
柄
は
二
枚
の
巨
き
な
羽
」
と
か
い
た
と
こ
ろ
か
ら
右
下
に
線
を
引
い
て

改
稿
を
試
み
た
部
分
に
は
、
「
赤
い
漆
の
小
手
桶
は
／
何
か
　
こ
れ
か
ら
で
も
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る
し

ど
く
遠
く
の
方
へ
　
そ
れ
は
　
渡
り
の
象
徴
の
や
う
」
な
ど
と
書
い
て
お
り
、
（
お

そ
ら
く
異
界
へ
の
）
渡
り
鳥
す
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
ら
し
い
。

　
ひ
ば
り
が
鳴
き
、
「
か
れ
草
も
ゆ
れ
笹
も
ゆ
れ
」
「
大
陸
か
ら
西
風
は
／
か
げ
ら
ふ

の
紐
を
と
き
ど
き
消
し
／
に
は
と
こ
藪
も
し
ゅ
う
し
ゅ
う
吹
け
ば
」
と
か
、
「
西
は

ぎ
ら
ぎ
ら
雪
の
山
／
そ
こ
は
去
年
の
キ
ャ
ベ
ヂ
の
は
た
け
」
と
あ
る
の
で
、
季
節
も

早
春
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
娘
が
陽
炎
の
後
ろ
か
ら
現
れ
、
最
後
を
「
た
∫
も
う
い
ち

め
ん
ラ
ム
ネ
の
や
う
に
／
ご
ぽ
ご
ぼ
と
湧
く
か
げ
ら
ふ
で
す
」
と
結
ぶ
な
ど
、
陽
炎

sokyu
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が
強
調
さ
れ
て
い
る
、
幻
想
的
ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
に
代
わ
っ
て
、
陽
炎
に
よ
る
イ

メ
ー
ジ
の
幻
想
化
を
意
図
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
道
具
だ
て
の
中
で
、
定
稿
で
は
鳥
踊
り
の
踊
り
手
と
し
て
捉
え
た
村
娘

を
「
し
ば
ら
く
顔
を
見
合
せ
な
が
ら
／
赤
い
手
桶
を
は
た
け
に
お
ろ
し
／
天
使
の
や

う
に
向
き
あ
っ
て
／
胸
に
手
あ
て
て
立
つ
と
い
ふ
／
ビ
ザ
ソ
チ
ン
か
ら
近
世
ま
で
／

大
へ
ん
古
い
ポ
ー
ズ
で
す
！
」
と
描
い
て
、
古
典
的
で
天
上
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
ま
で

高
め
て
い
る
。
次
い
で
「
季
節
の
風
に
さ
そ
は
れ
て
／
ス
テ
ヅ
プ
地
方
の
鳥
の
踊
／

そ
れ
を
を
ど
り
に
来
た
の
か
」
と
思
わ
せ
た
そ
の
娘
ら
が
、
や
が
て
羽
を
お
ろ
し
て

地
上
の
人
に
な
る
と
、
「
ま
∫
ご
と
み
た
い
に
座
っ
て
し
ま
ひ
／
髪
を
な
で
た
り
／

ぽ
ろ
っ
ぽ
ろ
っ
と
お
は
な
し
な
ん
ど
は
じ
め
れ
ば
」
、
そ
の
姿
を
す
ば
や
く
「
た
ぶ

も
う
い
ち
め
ん
ラ
ム
ネ
の
や
う
に
／
ご
ぽ
ご
ぼ
と
湧
く
か
げ
ら
ふ
」
で
、
す
っ
か
り

包
ん
で
し
ま
う
。
こ
こ
に
は
、
天
人
降
誕
の
イ
メ
ー
ジ
に
似
通
う
所
が
あ
る
。

　
定
稿
で
、
村
娘
の
顔
や
質
素
な
扮
装
を
美
化
す
る
表
現
を
捨
て
、
質
素
な
扮
装
を

質
素
な
ま
ま
に
、
そ
れ
で
い
て
、
ま
る
で
村
娘
が
天
か
ら
降
り
て
き
た
鳥
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
捉
え
、
直
前
ま
で
卑
俗
な
イ
メ
ー
ジ
す
ら
あ
っ
た
そ
の
村
娘
を
そ
の
動
作

に
お
い
て
天
上
的
・
古
典
的
イ
メ
ー
ジ
に
ま
で
高
め
て
表
現
し
た
理
由
も
、
作
者
が

そ
の
背
後
に
ト
シ
の
幻
を
見
て
い
る
た
め
だ
と
理
解
し
て
み
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て

そ
の
表
現
の
必
然
性
が
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

九
　
結
　
　
語

　
か
く
し
て
、
作
品
は
現
実
に
密
着
し
て
発
想
さ
れ
な
が
ら
、
最
終
的
に
フ
ィ
ク
シ

ョ
ソ
の
世
界
を
構
成
し
て
い
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
長
い
改
稿
過
程
を
支
え
た
も
の
は
、

『
噴
原
淑
女
』
の
段
階
で
詩
人
と
村
娘
の
落
差
ゆ
え
に
思
い
を
風
に
託
し
て
願
う
し

か
な
い
辛
さ
の
自
覚
で
あ
っ
た
。
こ
の
辛
さ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
努
力
が
、
つ

い
に
万
人
へ
の
愛
を
思
想
的
背
景
と
す
る
村
娘
讃
歌
を
生
み
出
し
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
反
面
、
詩
人
は
自
身
と
村
娘
と
の
落
差
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
埋
め
る

方
向
を
求
め
た
時
、
意
図
し
て
作
品
に
幻
想
性
を
求
め
た
。
こ
の
背
後
に
ト
シ
の
幻

が
介
在
し
て
い
る
の
を
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
幻
想
性
は
、
作
晶
世
界
に
彼
岸
性
を
導

入
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
眞
一
郎
氏
は
『
早
春
独
白
』
に
お
い
て
も
、
農
婦
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

「
普
遍
的
ト
シ
」
の
影
を
認
め
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
考
慮
す
る
と

き
、
定
稿
□
ふ
た
り
お
ん
な
じ
さ
う
い
ふ
奇
体
な
扮
装
で
］
の
到
達
し
た
世
界
も
こ

の
時
期
の
作
者
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
詩
的
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
世
界
の
反
映
で
は
な
い

か
と
い
う
の
が
、
目
下
の
筆
者
の
推
測
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
ト
シ
挽
歌
群
の
流
れ
と
重
ね
合
わ
せ
て
見
る
な
ら
、
『
宗
教
風
の
恋
』
に

お
い
て
一
度
「
空
間
が
二
重
に
な
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
」
か
ら
引
き
返
し
た
は
ず
の
作

老
が
、
［
こ
の
森
を
通
り
ぬ
け
れ
ば
］
［
北
上
川
は
策
氣
を
流
し
イ
］
の
初
稿
等
で
、

再
び
彼
岸
的
な
も
の
を
覗
知
し
、
『
薙
露
青
』
を
挟
ん
で
定
稿
n
ふ
た
り
お
ん
な
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
0
）

さ
う
い
ふ
奇
体
な
扮
装
で
U
へ
の
糸
口
を
掴
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
や

が
て
第
三
集
の
『
村
娘
』
に
い
た
る
と
、
こ
の
幻
想
性
も
稀
薄
な
も
の
に
な
る
の
だ

が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
へ
至
る
詩
人
の
精
神
的
軌
跡
は
、
詩
的
イ
ー
ハ

ト
ー
ヴ
観
の
変
質
過
程
と
し
て
改
め
て
考
察
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

注
1

　
目
照
時
間
の
計
測
に
は
、
「
ヂ
ョ
ン
ダ
ル
式
」
の
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ピ
ン
ホ
ー

ル
を
通
し
て
受
け
た
直
射
太
陽
光
線
で
印
画
紙
を
感
光
さ
せ
、
そ
の
長
さ
を
測
定
す
る
方

法
と
い
う
。

　
こ
の
意
味
で
森
荘
已
池
が
「
『
春
谷
暁
臥
』
の
書
か
れ
た
目
」
に
お
い
て
紹
介
し
た
よ
う

な
賢
治
の
創
作
法
が
す
べ
て
の
作
品
に
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
こ
と
知
る
必
要
が
あ
る
。

sokyu
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伊
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眞
一
郎
「
宮
沢
賢
治
『
臓
原
淑
女
』
」
一
「
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
第
3

2
巻
第
3
号
　
岩
o
◎
メ
ω
一

　
板
谷
栄
紀
『
賢
治
幻
想
曲
』
V
「
風
の
詩
－
暖
原
淑
女
考
」
（
れ
ん
が
書
房
新
杜

H
㊤
o
。
ド
ー
）

　
梅
木
万
里
子
「
北
海
道
修
学
旅
行
」
に
つ
い
て
の
新
資
料
と
そ
の
意
義
」
（
「
弘
前
・
宮

沢
賢
治
研
究
会
誌
　
7
号
　
雪
渡
り
」
　
H
8
9
旨
）

　
作
老
の
在
生
当
時
か
ら
、
ア
イ
ヌ
塚
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
熊
堂
古
墳
群
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
下
書
稿
（
一
）
の
「
三
つ
並
ん
だ
樹
陰
の
赤
い
石
塚
と
共
に
」
に
相
当

す
る
も
の
と
し
て
、
才
の
神
部
落
平
賀
静
男
邸
内
の
才
の
神
が
想
定
さ
れ
る
。

　
拙
稿
「
『
春
と
修
羅
』
第
二
集
　
私
註
と
考
察
（
そ
の
三
）
□
北
上
川
は
焚
氣
を
流
し
イ
］
」

（
「
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
2
2
巻
第
－
号
H
竃
o
◎
レ
◎
）
。

　
拙
稿
「
『
春
と
修
羅
』
第
二
集
　
私
註
と
考
察
（
そ
の
二
）
『
莚
露
青
』
（
「
島
根
大
学
教

育
学
部
紀
要
」
第
2
1
巻
　
岩
o
◎
メ
旨
）

　
伊
藤
眞
一
郎
「
黄
い
ろ
な
あ
か
り
を
点
じ
電
車
は
い
っ
さ
ん
に
は
し
り
－
『
早
春
独
白
』

再
読
l
」
（
「
宮
沢
賢
治
研
究
》
旨
轟
－
」
く
◎
－
一
　
－
8
ガ
ω
）

　
拙
稿
『
宮
沢
賢
治
ト
シ
挽
歌
の
行
方
』
（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
編
「
国
語
教

育
論
叢
」
創
刊
号
　
H
8
戸
㊤
）
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